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本日の説明会の狙い

企業価値
資本コスト 成長率

創出価値

 統合レポート2021の解説を通じて当社経営のポイントをご理解頂くこと

 課題への対応状況と更なる課題認識についてエンゲージメントを行うこと

 上記を通じた更なる企業価値の向上を実現すること
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主なポイント（編集方針）
特に「戦略的焦点と将来志向」、「結合性」や「一貫性」に力点を置いて作成

企業価値向上を志向する上での羅針盤である「Brand-new Deal」戦略の解説

統合レポート2021の編集方針と構成

ステークホルダーの皆様との重要な「対話ツール」としての統合レポート制作

p.6

■ IR サイト
■ サステナビリティサイト
■ ESGレポート

[重視する点]
• 情報の網羅性と即時性

非
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例：アオウミガメ保全プロジェクト

例：ヘルスケア
IT事業 例：蓄電池関連事業

当社は、主に当社ビジネスとマテリアリティの関連性を基準として、投資判断

の視点により統合レポートに掲載するESG 関連情報を選定しています。

統合レポートに掲載
A.当社ビジネスとマテリアリティの関連性が高く、
当社の関与度も高い事業活動

B.当社ビジネスとマテリアリティの関連性が高いものの、
当社の関与度が限定的な事業活動

サステナビリティサイト、ESGレポートに掲載
C. 当社ビジネスとマテリアリティの関連性が低い事業活動

B

C

A

当社の事業活動に対する関与度（出資比率等）

■統合レポート（本冊子）
[重視する点]
• 戦略の一貫性及びビジネスモデルの持続性と将来像
• ストーリー全体の結合性
• ステークホルダーに対する信頼性（コミットメント経営）



3

統合レポート2021の編集方針と構成

p.7情報体系（構成）

企業価値
資本コスト 成長率

創出価値

持続的な価値創造の原動力
（資本の総和）

持続的な成長を支える取組み・体制 中長期的な価値創造への布石

短期目標の達成

「何れか」ではなく「何れも」重視する当社の経営姿勢を踏まえ、すべての施策が企業価値向上の
ために取組まれていることを、企業価値算定式（投資判断の視点）を用いた情報体系で整理

三方よし、強み、非財務資本、
財務・資本戦略 他

サステナビリティ、人材戦略、
コーポレート・ガバナンス 他

決算実績、
過去の中期経営計画レビュー 他

中期経営計画、ロジック・ツリー、
CVS、気候変動 他
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マネジメントメッセージの構成

人材戦略、コロナ対応、
コーポレート・ブランディング 他

財務KPI、対話・情報開示、
キャッシュ・アロケーション 他

マーケットインの発想、
三方よし、株主還元方針 他

信条、SDGsビジネス、
案件推進のアプローチ 他

CEOが経営方針の全体感を語り、
各オフィサーが担当領域を中心に、
より広く・深く解説することで、
当社経営のポイントを訴求

商人像

サステナビリティ 財務・資本戦略
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 「マーケットイン」の発想で非資源の優位性を拡充

 「三方よし」でバランスの取れた経営戦略を推進

 川下を押さえて「イニシアチブ」を取る

 脱炭素化も「マーケットイン」が重要

 「商人」としての自覚を忘れない

 市場の期待に応える（株主還元）

ＣＥＯメッセージのキーワード

p.10
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ＣＯＯメッセージのキーワード

p.16

 「現場」と「信用」が大切

 率先垂範と一致団結で難局を乗り越える

 先読み → マーケットイン → 計画的実行

 収益力向上の担保と社会要請への対応

COO就任の所信表明

蓄電池ビジネスを具体例に以下を解説
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p.36

ＣＦＯインタビューのキーワード

 成長投資等に使用可能な「余資」について

 「対話」を踏まえた修正株主還元策の検討

企業価値の
持続的向上

課題

対話 経営施策に反映

株主資本
の拡充

株主還元後
実質FCF＞0 NET DER

株主還元

有利子負債
コントロール成長投資

3つのバランスを意識し高ROEを実現 対話と企業価値向上のポジティブサイクル

一貫性のある財務・資本戦略の実践
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p.44

ＣＡＯインタビューのキーワード

 人材戦略・働きがいのある職場環境の整備

 新型コロナウイルスへの対応

 コーポレート・ブランディング活動 他

「本質」を追求した取組みの徹底



課題への対応
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9
BND 2017 BND 2020 2020年度

経営計画 BND 2023

９期連続増配

ステップアップ
下限配当

(累進配当継続）

 2021年度「当社株主帰属当期純利益」を5,500億円から7,500億円に上方修正
 2021年度1株当たり配当金は前期比22円増額の110円/株下限に増配 (期初見通し比+16円)

 現中計期間中において累進配当を継続
 ステップアップ下限配当の再導入（2022年度120円/株下限 ⇒ 2023年度130円/株下限）
 2023年度までに配当性向30%をコミットメント

「Brand-new Deal 2023 新配当方針」

2021年度 年間見通し・配当金

2023年度までに
配当性向30%

コミットメント

1株当たり配当金 （円）

+

（年度）

2021年度 年間見通し・配当金 ／ 「BND2023 新配当方針」

修正株主還元策の公表コミット

p.36
p.15

2021年度 第２四半期 決算説明資料 p.9

中計公表後の投資家や株主の皆様との「対話」を通じて得られた市場の期待を改めて検討、
第2四半期決算にて「BND2023 新配当方針」を公表



11

前回説明会での課題認識と対応

①ファミリーマート事業の具体的施策の提示

②GHG長期削減目標の設定・公表

③事業活動に合わせたサステナビリティマネジメント事例の解説

④社外取締役対談での社長COO選任プロセスへの言及

⑤上場グループ会社保有意義の具体的説明

CITIC／CPグループとの協業やFM非公開化による具体的な成果の提示

CO2排出量の長期削減目標等、気候変動関連の取組み・開示の拡充

ESG要素をより実質的に組み込んだ事業投資プロセス等の制定

より実質面に踏み込んだ上場グループ会社の保有意義に関する開示

人権デューデリジェンスにおける具体的な取組事例等の紹介

指名委員会における具体的な議論の説明
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①ファミリーマート事業の具体的施策の提示

p.60

p.61

施策 期待効果

【削る】
サプライチェーンの

最適化

サプライチェーンでの
コスト改善・社会課題対応

• 機会ロスや食品ロスの削減
• 過剰生産や過剰在庫の削減
• 物流コストの削減
• 庫内業務効率化と生産性向上

【稼ぐ】
消費者接点の

高度化

グループ消費者接点での新たな価値提供
• 広告・金融サービスの拡大
• 店舗運営の高度化
• D2Cモデルの拡大
• 顧客目線の商品やサービスの開発

p.59

非公開化後の成果の提示を目指して取組む、「マーケットインによる事業変革」の施策である
「広告・金融事業」と「サプライチェーン効率化」の具体的な内容について記述

企業価値
資本コスト 成長率

創出価値
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②GHG長期削減目標の設定・公表

p.64

日本政府が掲げる「2050年カーボンニュートラル」の目標遵守のロードマップを設定・公表。
業界に先駆けたGHG排出削減に本業を通じて貢献

企業価値
資本コスト 成長率

創出価値

削減貢献の算定方法
従来使用されていた製品・サービスを
当社の製品・サービスで代替することで、
社会のGHG削減に貢献するという考え方

＜例＞
当社の「①再生可能エネルギー」が、
世界の「②石炭火力発電」に代替する
と仮定してGHGの削減貢献量を算定
削減貢献（計算例）
＝ 発電所発電量の持分換算

X（②によるGHG排出係数
ー ①によるGHG排出係数）
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②GHG長期削減目標の設定・公表

企業価値
資本コスト 成長率

創出価値

総合商社業界で初めて自社が関与するすべての化石燃料事業・権益のGHG排出量を開示。
「スピード感」と「実行力」を伴った脱炭素化の推進と共に情報開示を拡充

p.64

Scope1・2に加え、下記のカテゴリーを
前提とするScope3も含めた
バリューチェーン上の全排出量を開示

カテゴリー１．購入した物品と役務
＜例＞ 権益持分の資源を購入したと仮定して算出

カテゴリー４．上流側の輸送と配送
＜例＞ 港湾までの輸送等の排出の持分相当を算出

カテゴリー11．販売された製品の使用
＜例＞ 権益持分の資源を販売し、販売先で燃焼したと

仮定し、算出

GHG排出量の算定方法
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③事業活動に合わせたサステナビリティマネジメント事例の解説
それぞれの事業活動に合わせたサステナビリティマネジメントを実施し、サプライチェーン全体の
透明性を高め、グループの競争力や企業価値の向上に繋げる

・2008年度より調査開始
・「サプライチェーン・サステナビリティ行動
指針」を取引開始前に通知

・高リスク国、一定金額、一定商品群に
該当するサプライヤーアンケート・面談を
実施（2020年度実績 310社）

サプライチェーン・
サステナビリティ調査

新規事業投資案件
のESGリスク評価

・新規投資案件において、社会・環境に
関するチェック項目からなる「投資等に
関わるESGチェックリスト」により、機関
決定前にESG評価を実施

p.78p.79
人権デューデリジェンス

・2020年度より実施、食料を対象とした
デューデリジェンスの結果を、ウェブサイト
で公開

・2021年度は金属で実施中
・今後他カンパニーの事業領域にも
デューデリジェンスの対象を拡大

p.79

企業価値
資本コスト 成長率

創出価値
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④社外取締役対談での社長COO選任プロセスへの言及

企業価値
資本コスト 成長率

創出価値

p.83

p.84

社長COOの選任について、
指名委員会の議論内容、
ヒアリング等の選任プロセス、
選任理由に言及

CEOメッセージで言及された
人物評価と、社外取締役の
共通認識との一致について
確認が可能
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⑤上場グループ会社保有意義の具体的説明

企業価値
資本コスト 成長率

創出価値

p.91

前年度の「形式面」での
ガバナンス体制構築状況に
加え、「実質面」での開示を
意識して開示内容を拡充

当社側の保有意義に加え、
子会社側のメリットについて
具体的な内容を記載
（今後状況に応じアップデート予定）

統合レポート2020 p.77
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ESG関連その他取組み① ～女性活躍推進委員会の新設～

社外取締役による対談でも
提示された課題に対して、
CGコード改訂等も踏まえ、
「女性活躍推進委員会」を
新設

p.84

プレスリリース

「多様な人材が活躍できる
社内風土の醸成」を通じて、
SDGs（ ジェンダー平等）
への貢献寄与も目指す
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2018年度

2018年4月
改定マテリアリティとして

「気候変動への取組み」を特定

2050年:実質ゼロ
2040年：オフセットゼロ
2030年：2018年比40%削減

2021年5月
「GHG 排出量削減・オフセットに

関する目標」公表

2019年度 2020年度 2021年度

2019年2月
「石炭関連ビジネス取組方針」公表
豪州Rolleston一般炭権益を売却

約1年半後

3ヵ月後

10ヵ月後 約1年後

2019年5月
環境省の支援を受けたTCFD 提言に基づく

「シナリオ分析」を実施した上でTCFD 提言へ賛同
「TCFDコンソーシアム」に参画

2021年1月
一般炭権益からの完全撤退方針を公表

2021年4月
コロンビアDrummond一般炭権益を売却

2021年度中
豪州Ravensworth North

一般炭権益を売却予定

ESG関連その他取組み② ～脱炭素化の推進～
豪州Raventhworth North一般炭権益の売却も決定。非資源分野を中心とした収益力の
維持・向上を担保しつつ、「スピード感」と「実行力」を伴った脱炭素化を推進

p.65
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ESG関連その他取組み③ ～TCFDシナリオ分析の開示拡充～

統合レポート2020 p.66

ESGレポート

「EBITDA指数による分析」での事業インパクト評価を開示、
より定量イメージが伝わりやすい内容に改善・拡充

p.65
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ESG関連その他取組み④ ～SDGsビジネスの進展～

ブロックチェーン技術を用いた
サプライチェーンのトレーサビリティ強化 「マーケットイン」の環境ビジネスの推進

コーヒーや天然ゴムにおいてブロックチェーン技術
を用いて調達、製造過程を追跡SDGsに対応
した高付加価値商品を展開

p.111

p.79

バイオマスプラスチックやリサイクルナイロン、
海洋ゴミ由来再生プラスチック等、
環境配慮型素材を積極推進

p.107

▼バイオPP使用容器 ▼海洋ごみ由来再生プラ ▼リサイクルナイロン
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CITIC／CPグループとの協業やファミリーマート事業の具体的な成果の提示

上場グループ会社の保有・買増し等に関する戦略的意義の更なる解説

収益基盤の更なる強化に資する投資案件の検討・実行

経営陣のサクセッションプランに関する議論内容・考え方の説明

GHG削減実績等の気候変動関連のトラックレコード積み上げと開示の拡充

女性活躍推進委員会での議論を受けた人事施策等の開示

2022年以降の課題
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